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研究成果の概要（和文）：本研究は、横断研究と縦断研究で構成されている。横断研究によって、出生体重はい
ずれの筋厚の部位とも有意な関係は認められなかったが、幼児の身体各部位の筋厚や皮脂厚には、性差や年齢
差、部位差があること、また、これらには身体活動量や強度が関係していることが明らかになった。1年目に測
定した年少児を年長児まで追跡する縦断研究においては、本研究期間内に年中児の追跡までが完了しており、次
年度の年長児の測定に向けて準備を進めている。

研究成果の概要（英文）：This study is composed of cross-sectional and longitudinal studies. The 
cross-sectional study revealed that in pre-school children, birth weight was not correlated to any 
muscle thicknesses, whereas there were the differences by sex, age, and parts of the body in muscle 
and subcutaneous fat thicknesses, which is related to the volume and intensity of physical activity.
 The longitudinal study is scheduled to be completed by December 2020, the measurements in the first
 and second years finished, and the final year measurements are prepared.

研究分野： トレーニング科学、発育発達
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
6歳よりも前にBMIが増え始めると将来肥満になる可能性が高くなってしまう。この現象は幼少期に適切（もしく
は標準的）な『身体組成（筋と脂肪の量）』を保つことの重要性を示している。ところが、単なる体格ではな
く、幼少期の『身体組成』がどのように変化し、これを適切に保つためにどうすべきか、根本的な要素が全くわ
かっていなかった。本研究では、幼児の身体組成には、性差や年齢差、部位差があること、また、これらには身
体活動量や強度が関係していることが明らかになり、今後の幼児への運動指導の貴重な資料となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 加齢に伴う骨格筋量の低下には部位特異性が存在し、特に大腿前面(大腿四頭筋)の低下が著し
い。これが日常生活における立ち上がり動作や歩行といった運動機能の低下を引き起こす。この
ように筋の形態と機能は密接な関係にあり、ヒトが生涯にわたって健康で自立した生活を営む
ためには、これらを維持・改善してく必要がある。また骨格筋は力学的なストレス(つまりは運
動)に大きく反応する可塑性に富んだ組織であり、申請者はこれまで、骨格筋量の低下に効果的
な運動・トレーニング法を開発し、身体活動量と強度の増加が、この予防・改善に有効であるこ
とを証明してきた(Ozaki et al. 2017)。 
 
ところで、幼少期には特徴的な体格の変化が観察される。通常、BMI(体格指数)は出生後 10 ヶ

月頃まで増加し、その後、徐々に低下するが、6 歳頃から再び上昇を始める。この BMI の再上
昇が 6 歳よりも早期に起きた場合、その後の BMI の増加率が大きく、成人期の肥満に繋がる可
能性が高い (Rolland-Cachera et al. 2006)。これは幼少期に適切な（もしくは標準的な）身体組
成(筋および脂肪組織の絶対的・相対的な量)を保つことの重要性を示唆しているが、そもそも成
長期、特に小学校入学前までに身体組成がどのように変化するのか、これを適切に保つためにど
うすべきかについて、十分に明らかではない。成人同様、幼少期の身体組成の変化には身体活動
が影響すると推察されるが、これに加えて、胎児期の発育状態が影響する可能性がある。出生時
体重が 1kg 重いと青年期以降の握力が 0.85kg 程度高くなることが報告されており、この影響は
高齢期まで残存する。筋力が筋横断面積に比例することを考慮すれば、当然、胎児期の発育状況
が筋の量的な発育にも影響する可能性は高い。 
 
そこで、本研究では、胎児期の発育状況とその後の身体活動状況の調査により、『幼少期の身

体組成』を決定する要因は何か？ という「問い」の解明を試みた。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、(1)幼少期の身体組成の変化を明らかにすること、そして、(2)この変化に、

胎児期の発育状況とその後の身体活動状況が与える影響について明らかにすることの 2 つであ
った。 
 
 
３．研究の方法 
 
1 年目は、年少・年中・年長の各 200 名程度を対象に横断研究を実施した。具体的には、前腕、

上腕、大腿、下腿の長さと周囲径を計測するとともに、超音波 Bモード法により前腕部前面、上
腕部前面・後面、腹部、大腿部前面・後面、下腿部前面・後面の 8部位の筋厚と皮脂厚を評価し
た。加えて、一部の幼児に対して、活動量計を用いた現在の歩数や強度別身体活動時間の評価や、
アンケートにより出生時体重・身長・在胎期間や、過去の運動習慣・経験を調査した。 
 
2 年目には、身体組成の変化に胎児期の発育状態やその後の身体活動状況が与える影響を検討

するために、1年目に測定した約 200 名の年少児を対象に 2年目の測定を実施した。 
 
 
４．研究成果 
 
1 年目の横断研究の結果として、まず筋厚に関して、上腕部前面(14.6±1.4 mm)、下腿部前面

(13.4±1.3 mm)、大腿部後面(34.4±3.2 mm)、下腿部後面(38.0±3.2 mm)で、女児よりも男児で
厚く(p<0.05)、年齢の増加に伴い厚くなった(p<0.05)。前腕部前面(23.5±1.9 mm)、腹部(5.0±
0.8 mm)、大腿部前面(24.1±2.7 mm)は年齢の増加に伴い厚くなった(p<0.05)が、性差はなかっ
た。一方で皮脂厚に関して、前腕部前面(5.6±1.5 mm)、上腕部前面(4.7±1.4 mm)、大腿部前面
(8.6±2.0 mm)・後面(7.6±2.1 mm)、下腿部前面(5.6±1.2 mm)・後面(7.3±1.4 mm)は男児より
も女児で厚く(p<0.05)、年齢の増加に伴い薄くなった(p<0.05)。腹部(8.7±4.1 mm)は男児より
女児で厚かった(p<0.05)が、年齢差は認められなかった。筋厚と皮脂厚のいずれの部位において
も交互作用は認められなかった。腹部の筋厚は、男児では 1日当たりの走行時間と、女児では歩
行時間と有意な(p<0.05)正の相関関係にあった。また女児では、大腿部後面および下腿部前面筋
厚と走行時間との間に有意な(p<0.05)正の相関関係が認められた。一方で、出生体重はいずれの
筋厚の部位とも有意な関係は認められなかった。つまり、幼児の身体各部位の筋厚や皮脂厚には、
性差や年齢差、部位差があること、さらに、これらには身体活動量や強度が関係していることを
明らかにした。 
 
2 年目には、1年目に測定した約 200 名の年少児を対象に 2年目の測定を実施した。また、新

たに約 200 名の年少児を対象に測定を行い、縦断研究のサンプル数を増やすとともに、研究体制



の整備を行った。1年目に測定した年少児は本年度に年長児となることから、3年目の測定に向
けて準備を進めている。本研究の縦断研究は年少児から年長児までの 3 年間に渡ってデータの
取得を計画している（本研究の申請期間は 1年目に年少児であった幼児が年中児になるまでの 2
年間のみ）。そのため、縦断研究においては、3 年目の測定が終了した後、データの解析を進め
る予定である。 
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